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１．研究計画の概要 

高緯度、中緯度海域で大発生して大気への
温室効果気体 DMS 放出する円石藻類や窒素固
定 作 用 を お こ な う ト リ コ デ シ ミ ウ ム
（Trichodesmium）藻類は、大気海洋間での物
質循環に大きなインパクトを与えている。こ
の２種の大発生する植物プランクトンに注目
する。ベーリング海において円石藻類ブルー
ムの維持機構や DMS 放出の増加過程を明らか
し、すでに開発している衛星判別手法を応用
して時空間変動を明らかにする。東シナ海に
おいて衛星による赤潮の判別手法を開発し，
エアロゾル等との関係を調べる。これまで衛
星を利用してトリコデシミウムを判別する既
存の手法を検討したが，この海域では利用が
困難であった。現場データによってこの海域
のトリコデシミウムの光学特性を明らかにし
て，衛星による判別を行い，その時空間変動
を明らかにする。さらに、衛星海色データを
用いた植物プランクトン群の分類手法の開発
を行う。 

台風・黄砂など突発的なイベント前後の海
上風、海表面流速場を人工衛星データから推
定し、海洋上層での物質の移流・拡散過程を
理解する。黄砂イベントに対する基礎生産の
増加を検知し、特に、台風による鉛直混合、
湧昇の時空間スケールに注目し、それが生物
過程に与える影響を海色データと合わせ検証
する。これまで準備してきた大気のメソスケ
ール数値モデルと、大気擾乱に対する応答を
表現する海洋モデルを結合し、台風等の気象
擾乱に伴う海洋の物理的応答を調べ、衛星観
測に基づく風応力、海面水温、クロロフィル
a 濃度などのデータに対して比較検証すると
共に、それらの変化をもたらす乱流・湧昇な

どの物理的機構を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 
基礎生産が台風の影響で増加が大きかった

のは 2003 年と 2004 年であったことなど、統
計的、定量的な解析ができた。台風の強度、
速度、通過水深によって、基礎生産の上昇を
推定できる経験式をもとめることで、過去 35
年間の台風による基礎生産の上昇の経年変動
を計算し、エルニーニョによる強化と 35年間
での数の上昇による基礎生産の変動を明らか
とした。一方、台風などの大気擾乱により引
き起こされる乱流混合、湧昇による水温低下
などを再現する数値モデルを開発した。さら
に、密度成層を考慮した乱流境界層スキーム
を組み込んだ海洋数値モデルを作成し、異な
る移動速度の台風に対する海洋の応答の違い
を明らかにした。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
過去 3年間の研究期間において、衛星海色

観測データを用いて台風通過前後の植物プ
ランクトンバイオマス、基礎生産量の増加過
程について統計的、定量的な解析ができた。
同時に、モデルにより異なる強度、移動速度
の台風に対する海洋の応答の違いが明らか
になった。モデリング・グループ(A04)とも
連携が進んだこともあり、当初の生物－物理
カップリング過程を理解する研究目標を計
画以上に達成できたと考えられる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
平成21年度は、東シナ海・日本海と、南西

部北太平洋、南シナ海との台風イベントの基



礎生産過程への影響の違いを明らかにする。
モデルグループと協力して台風による一次
生産変動機構を検証する。さらに、台湾東部
での台風通過に伴う黒潮流軸の移動のメカ
ニズムを遠距離海洋レーダと数値モデルに
より明らかにする。さらに、北西太平洋上の
黄砂Indexの時空間分布について、データベ
ース作成する。衛星で黄砂の飛来と海域のク
ロロフィルa濃度の変化について調べて、特
に、HNLC海域にターゲットを絞って調査する。
植物プランクトンのサイズと散乱スペクト
ルとの関係に視点を変え、大きなサイズ（主
に珪藻類）、小さなサイズ（主にハプト藻類）、
どちらが優占するかどうかを判別する手法
を開発する。また同時に衛星からDMSP濃度を
正確に推定する方法を開発し、クロロフィル
a濃度、大気エアロゾルおよびPARの変動との
関連性について衛星海色データを使って解
析する。 

平成 22 年度の前半期までは、現場観測、
衛星観測、モデリングをふくめ平成 21 年度
の研究を継続する。後半期には、各テーマ別
に統合的な解析を終了し、全体のまとめをお
こなう。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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